
市民サービスの向上を
水道料金お客様センター開設

市水道料金お客様センターの開所式が４月１日、
市役所水道課で開催されました。お客様センターで
は、市から委託を受けた民間業者が水道料金の徴収
や窓口業務を実施します。
開所式には市役所やセンターの関係者ら約30人
が出席。石原市長は「民間のノウハウを生かして市
民へのサービス向上を目指してほしい。市民がより
満足できるよう、期待している」と話しました。

少人数学級で教育を充実
市教育委員会は４月１日、市負担で教員を採用し
て市内全ての小・中学校を35人以内の学級とする
ため「しおかぜ先生」制度を開始しました。
これは磐田市の「ふるさと先生」に続いて県内で２
例目。１学級の人数を減らし、学級数を増やすこと
で、今まで以上に子どもたちと向き合い、一人一人
を大切にする授業を進めていきます。しおかぜ先生
は現在、御前崎小学校に導入されています。

「しおかぜ先生」制度スタート

子育て支援の充実を
市内２つ目の幼保連携型認定こども園「御前崎こ
ども園」で４月８日、初の入園式が開かれました。
雨が降り寒い一日でしたが、入園した３歳児の園児
32人は元気にあいさつや返事をしていました。
御前崎こども園は乳児棟と幼児棟に分かれている
ため、世代にあった子育てができます。増田喜代子
園長は「子どもたちの健やかな成長のため、子育て
支援の充実を図っていきたい」と話しました。

御前崎こども園で初の入園式

藪田県議無投票で三選目
静岡県議会議員選挙が４月12日に実施され、御
前崎市選挙区は、藪田宏行さんが無投票で再選を果
たしました。13日には市役所で、平野豊御前崎市選
挙管理委員長から当選証書が付与されました。
藪田県議会議員は「安全、安心な御前崎にしたい。
市と県政のパイプ役として御前崎市と県や国をつな
ぎ、市民の皆さんと一緒に良いまちにしていきたい」
と抱負を語りました。

市と県政のパイプ役に
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